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4
月
15
日
、
東
京
高
裁
1
0
1

法
廷
で
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
・
神
奈
川
ル
ー
ト
第
2
陣
の

第
1
回
目
の
期
日
が
開
か
れ
ま
し

た
。

開
廷
に
先
立
ち
、
午
前
9
時
半

か
ら
東
京
高
裁
前
で
集
会
を
開

催
、
2
5
0
人
（
東
京
土
建
は
1

0
4
人
）
の
原
告
、
支
援
者
な
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。
首
都
圏
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
統
一
本
部
の
益
田
副

本
部
長
は
「
一
昨
年
10
月
24
日
の

国
と
一
部
メ
ー
カ
ー
を
断
罪
す
る

横
浜
地
裁
判
決
か
ら
1
年
半
が
た

っ
た
。
そ
の
間
に
も
大
阪
、
東
京

で
一
人
親
方
を
救
済
の
対
象
に
す

る
判
決
が
出
た
。
今
年
度
中
に
も

福
岡
、
札
幌
の
高
裁
判
決
が
出
る

見
通
し
で
、
東
京
、
神
奈
川
、
京

都
、
大
阪
と
最
高
裁
に
移
っ
て
い

る
。
今
、
全
面
解
決
を
求
め
る
署

名
を
す
す
め
て
い
る
。
私
た
ち
が

求
め
る
の
は
建
設
に
関
わ
る
す
べ

て
の
被
害
者
救
済
の
補
償
基
金
制

度
を
つ
く
る
こ
と
。
裁
判
判
決
で

は
な
く
、政
治
的
な
解
決
め
ざ
し
、

が
ん
ば
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
衆
議
院
第
1
議

員
会
館
に
場
所
を
移
し
、
院
内
集

会
を
開
催
。
国
会
議
員
に
署
名
を

手
渡
す
な
ど
を
し
て
、
午
後
2
時

か
ら
は
、
首
相
官
邸
前
で
原
告
を

中
心
に
、
判
決
を
待
た
な
い
早
期

解
決
を
求
め
て
訴
え
ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、
2
0
1
7

年
10
月
神
奈
川
1
陣
、
2
0
1
8
年
3
月

東
京
1
陣
、
8
月
京
都
1

陣
、
9
月
大
阪
1
陣
と
4

つ
の
高
裁
判
決
で
国
と
ア

ス
ベ
ス
ト
建
材
企
業
を
断

罪
し
、
一
人
親
方
の
救
済

も
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

訴
訟
が
最
高
裁
段
階
と

な
る
今
年
の
前
半
（
5
月

ま
で
）
は
国
へ
の
「
全
面

解
決
を
求
め
る
要
請
署

名
」
と
最
高
裁
に
向
け
た
「
公
正
判
決
要

請
署
名
」
を
全
国
で
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
全
自
治
体
議
会
か
ら
の
「
全
面
解
決

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
」
の
提
出
に
向

け
、
請
願
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
都
内
自
治
体
の
3
月
議
会
で
は
、
江

東
区
と
羽
村
市
が
請
願
を
採
択
し
意
見
書

の
提
出
に
至
り
、
青
梅
市
が
陳
情
を
趣
旨

採
択
と
い
っ
た
成
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
高
裁
段
階
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
今
年
の
12
月
ま
で
に
首
都
圏

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
第
3
陣
提
訴
を

準
備
し
ま
す
。第
3
陣
原
告
の
対
象
者（
労

災
認
定
者
）
は
2
陣
提
訴
（
2
0
1
4
年
）

以
降
で
4
5
7
人
（
首
都
圏
）
を
超
え
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
も
被
害
者
が
多
数
存

在
し
、
今
後
も
多
数
出
る
と
い
う
深
刻
さ

を
、
最
高
裁
を
は
じ
め
各
地
の
地
裁
・
高

裁
へ
訴
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
建
設
労
働
組
合
が
集
団
訴
訟
を
新

た
に
取
り
組
む
こ
と
が
被
害
の
告
発
と
た

た
か
い
続
け
る
意
志
を
示
し
、
最
高
裁
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
さ
ら

に
大
衆
的
な
運
動
と
合
わ
せ
た
裁
判
闘
争

を
維
持
す
る
こ
と
で
、
国
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
を
抜
本
的
に
改
め
さ
せ
、
「
建
設
石

綿
被
害
者
補
償
基
金
制
度
」
創
設
を
実
現

し
て
い
く
道
を
切
り
開
き
ま
す
。

新
た
な
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
怒
り
を

組
織
し
、
第
3
陣
を
構
え
る
こ
と
が
裁
判

闘
争
で
勝
利
判
決
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に

な
り
、
全
国
の
す
べ
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
救
済
の
た
た
か
い
を
励
ま
し
ま
す
。
そ

し
て
首
都
圏
か
ら
訴
訟
の
空
白
の
地
域
の

組
織
化
も
展
望
し
て
、
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

東京高裁前の集会でシュプレヒコールを行なう
集会参加者

【
町
田
・
書
記
・

角
毅
征
記
】
春
一
番

拡
大
の
目
標
達
成
に

は
惜
し
く
も
届
か
な

か
っ
た
結
果
を
受

け
、
町
田
支
部
で
は

3
月
を
春
の
拡
大
月

間
の
準
備
期
間
と
し

て
捉
え
訪
問
行
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
年
間
を
通
じ
組

織
実
増
を
目
指
し
、

強
化
月
間
以
外
で
も

群
や
分
会
を
主
体

に
、
繋
が
り
強
化
と
並
行
し
た
拡

大
行
動
実
施
の
重
要
性
は
、
役
員

全
体
の
一
致
し
た
考
え
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
分
会

の
行
動
を
補
強
す
る
意
味
で
は
、

支
部
役
員
が
先
頭
に
た
っ
て
行
な

う
、日
中
行
動
の
事
業
所
訪
問
も
、

近
年
で
は
欠
か
せ
な
い
活
動
に
な

っ
て
い
ま
す
。

既
に
始
ま
っ
て
い
る
春
の
拡
大

月
間
で
は
、
加
入
事
業
所
を
訪
問

し
タ
イ
ム
ス
張
り
出
し
行
動
に
取

り
組
み
、
制
度
の
周
知
と
利
用
を

訴
え
つ
つ
、
未
加
入
者
情
報
の
聞

き
取
り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
し
行
な
う
こ
と
で
事
業
所
と

の
距
離
も
狭
ま
り
顔
見
知
り
に
な

っ
て
い
き
、
加
入
予
定
者
の
情
報

な
ど
事
前
に
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
既
加
入
事
業
所
だ
け
で
な

く
、道
中
で
の
未
加
入
事
業
所
、リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
行
な
っ
て
い
る

大
手
家
電
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、町

田
地
域
で
も
近
年
加
速
し
て
い
る

コ
ン
テ
ナ
レ
ン
タ
ル
な
ど
、
目
に

つ
い
た
と
こ
ろ
を
隈
な
く
訪
問
し

『
顔
見
知
り
作
戦
』を
し
な
が
ら
、

時
間
を
か
け
対
象
者
の
紹
介
へ
繋

げ
よ
う
と
行
動
し
て
い
ま
す
。

戸口常任（右）がビケリフォームの
児島社長と対話しタイムス貼り出す

ピンクのＴシャツを着て宣伝
する東京土建の仲間

4
月
15
日
の
夕
方
、
渋
谷
ハ
チ

公
前
で
「
最
賃
引
き
上
げ
、
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
を
求
め
る
」
国

際
連
帯
行
動
（
グ
ロ

ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
）
を
東
京
土
建
も

加
わ
る
東
京
春
闘
共
闘
な
ど
の
団

体
70
人
（
東
京
土
建
は
8
人
）
で

行
な
い
ま
し
た
。

冒
頭
に
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
野
村

幸
裕
全
労
連
事
務
局
長
は
「
皆
さ

ん
は
時
給
い
く
ら
ぐ
ら
い
で
働
い

て
い
ま
す
か
」と
呼
び
掛
け
、「
賃

金
引
上
げ
こ
そ
が
今
の
日
本
経
済

の
閉
塞
状
況
を
脱
す
る
唯
一
の
手

段
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
最
低

賃
金
の
引
き

上
げ
は
重
要

で
す
」
と
強

調
し
ま
し

た
。

参
加
者
は
「
最
低
賃
金
は
全
国

一
律
で
」
な
ど
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
姿
で
、
「
め
ざ
せ
最
賃
1
5

0
0
円
」
と
書
か
れ
た
ボ
ー
ド
を

掲
げ
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
、
ス

ピ
ー
チ
の
合
間
に
ア
メ
リ
カ
の
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
関
連
労
働
者
が

最
賃
15
ド
ル
を
求
め
て
立
ち
上
が

っ
た
運
動
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
で
紹
介
し
ま
し
た
。
約
1

時
間
の
宣
伝
後
、
参
加
者
は
セ
ン

タ
ー
街
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

【
目
黒
・

書
記
・
堀
田

祐
子
通
信

員
】
4
月
15

日
目
黒
支
部

目
黒
桜
の
勝

間
田
分
会
長

は
、
Ｏ
Ａ
Ｃ

設
計
を
訪

問
。
こ
の
春

新
卒
で
入
社

し
た
濱
さ
ん

（
22
歳
）
に

あ
い
さ
つ
。

組
合
の
共
済

で
結
婚
や
資

格
取
得
祝
金
の
制
度
を
説
明
す
る

と
、
2
級
建
築
士
取
得
勉
強
中
な

の
で
、
取
れ
た
ら
ぜ
ひ
申
請
し
た

い
と
。
ま
た
青
年
部
へ
の
加
入
も

お
勧
め
し
ま
し
た
。
職
種
は
違
い

ま
す
が
、
同
じ
産
業
で
働
く
同
世

代
の
若
者
と
ぜ
ひ
交
流
す
る
催
し

に
参
加
し
て
と
誘
う
と
そ
の
場
で

了
承
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
社
の
先
輩
の
須
藤
さ
ん
に
は

今
年
の
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
ど
こ
に
行
こ
う
か
相
談
し
ま

す
。
木
更
津
の
温
泉
の
案
が
出
て

早
速
今
月
の
分
会
財
政
部
会
で
提

案
し
よ
う
と
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
地
域
的
に
事
業
所
が
多
い
目

黒
桜
分
会
で
は
、
積
極
的
に
昼
行

動
や
夕
方
に
事
業
所
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
3
月
に
開
催
し
た
事
業

所
む
け
保
険
証
説
明
会
で
は
光
管

工
設
備
の
高
山
美
麗
さ
ん（
22
歳
）

が
加
入
。他
の
事
業
所
か
ら
も「
勝

間
田
さ
ん
、
今
度
22
歳
が
入
り
ま

す
」
と
入
社
状
況
を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
、
事
業
所
と
の
い
い
関
係

が
築
け
て
い
ま
す
。
春
の
目
標
は

8
人
、事
業
所
訪
問
に
取
り
組
み
、

1
番
に
達
成
で
き
ま
し
た
。

4
月
19
日
夜
、
国
会
議
員
会
館

前
で
月
例
の
9
条
改
憲
、
辺
野
古

の
米
軍
新
基
地
建
設
の
阻
止
を
掲

げ
た
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
行
な
わ

れ
、
2
4
0
0
人
（
東
京
土
建
は

51
人
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

前
日
に
、
自
民
党
の
萩
生
田
幹

事
長
代
行
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番

組
で
「
譲
位
が
終
っ
て
新
し
い
時

代
に
な
っ
た
ら
、
ワ
イ
ル
ド
な
憲

法
審
査
を
自
民
党
は
進
め
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
と
9
条

改
憲
を
加
速
さ
せ
る
発
言
を
し
ま

し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
の
高
田
健
さ
ん
は
、

改
元
を
政
治
利
用
す
る
萩
生
田

「
ワ
イ
ル
ド
」
発
言
を
批
判
し
な

が
ら
、
「
当
初
の
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
遅
れ
て
お
り
、
ワ
イ
ル
ド

発
言
は
私
た
ち
の
運
動
で
改
憲
勢

力
が
追
い
込
ま
れ
て
い
る
焦
り
の

あ
ら
わ
れ
。
3
0
0
0
万
人
署
名

の
推
進
、
5
月
3
日
の
憲
法
集
会

を
大
き
く
成
功
さ
せ
、
参
議
院
選

で
も
改
憲
勢
力
を
3
分
の
2
以
下

に
追
い
込
み
、
改
憲
の
動
き
を
葬

り
去
ろ
う
」な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
池
田
真
紀
衆

議
院
議
員
（
立
民
）
、
山
添
拓
参

議
院
議
員
（
共
産
）
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
行
な
い
ま
し
た
。

勝間田分会長（右）は新
加入者とガッチリ握手

求

人

建設
アスベスト

裁
判
で
な
い
解
決
を

裁
判
で
な
い
解
決
を

最
賃
を
引
き
上
げ
ろ

国
会
議
員
に
署
名
手
渡
す

ハ
チ
公
前
で
国
際
連
帯
行
動

顔
見
知
り
作
戦
実
行

町田

春
一
番
の
悔
し
さ
バ
ネ
に

変
え
る
の
は
政
治
の
方

ワ
イ
ル
ド
改
憲
発
言
に
怒
り

目標達成一番のり目標達成一番のり
事業所といい関係築き

全
面
解
決
向
け
３
陣
準
備

目
黒
・
桜


